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ま え が き

1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）

 によるもので、研究考は次あ通りである。

  江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行（鈴木雪夫、竹内情、

西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広田純ミ藤本煕、、松下嘉米男、

 松田芳郎ミ三潴信郊ミ森博美ミ山元周行（・措隻係）

2）インタビューの聞き手としては、研究老以外の方々ρ一こ援助を

 得た・その方々のお名前は、別巻を参照のこと。

3）この速記録の原本は、．統計数理研究所図書室に登録保管される。

 そのほか、話し手と聞き手及び関係ρ協同研究考が保存する。

4）この速記録しの利用に制限はつけないが、話し手、聞き手、研究

代表者または．推進係と話し合った後にされるよう希望する。

5）速記録を個人的に研究するため、コピーを希望する方は、一代表

考がコピーしやすい形で保管しているので、それ一を利用すること

 ができる。

以・上
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拷本 きょうは鈴木先生十『日本にあける戦’後．の統計学

石苛究勿発展』について伺いたいヒ思います、

鈴木 戦後、荒廃’1て帰レた日本経済を一いかに建て直すか

というんだIけれど一も、 とにかくて（実態をフがまなけれ

ばならない。 ところ州、実態勿っ＾み方というも勿が・、

戦前高充言†て川は全く の孝τヵ文面充言す。 †～から、 而至済小ネ市1（コ基．え

得るよラな形1て直さ．ケげ朴ぱ’ならないというんて∴・1年

・月に・安牟本部グ、中に航訂研究会い／一たτ∵キ勿
絞言†研究ノ会＼とは別です。．

 て机で、3音下会あっ・才て色ます’全融物価師令．委員長は一

森田・ざん、副委頁長は篠原．という日銀の理事で’、その筏

協和錦行の頭取になフt（人。次が’生産流通．香・員長が市

1尺先生、副委員長は後で鎌倉市表ドいτ（正本手冬。そ

の当時一よ統理府統計局の卒長。毛うノつ外勤労生ホ香

貫一長’、中山元圭、副季夏長、美濃口時次郎。それで’発足

．し†（んで．Iす。

 ところが・当時の統書下ピ．、うヒ・一たとえげ物価指教ヤ

．生産指数にウェートをつけ†・オかいいヵ＼、っ1ナないナが・

いいヵ＼なxノという議論トをして∴r（。 てれ・をしてい亡（官庁

と←ては脳ア1け一1から’・まずそうい1．ことから出率

しなければケらなかっト。’てれ州21年つ末まで続く‘で1し

ょラ。

 それと同曲く、あれはまド復興計画までご・かなぐっ．寸1．

プ・ブの経済計画．フまソ、偵輿言十画という川ま拡張再生

産になってから．の話で一す山21年、22年は、いガに々て縮

小一角一生産を．食いとめるギということ。これで．■うんと働い

†（のが’、統書寸局にいた山田善二耶一氏θ
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 それから、・・年11穴蔵省で’早民■所細君十算舳台まポ

…（ヒさの委員長は山口穴さんゾ副香一員長は十山先生と・
3人いすてんボっ†てかケ。当時’ i国民所得計算は生産国民
所得で、大蔵省所管†～・ボそれで．やって、カ・ゲク発達
け（一墲ｯよ。

 年代順11ケる1才μギ・・算1・労働知蝋・労働統
計審議会の発足。香頁表、美濃p時次郎さん、副委員長
は稲葉秀三。てれて・・奏展していっ・†くん1～が、国民戸ケ得汁

恥v企画庁に禾多され†てのヵ＼・2∴ユ6耳くらいからブ～な。て

れとヒ引て、生産国民所得で’なくて、ケインジアン9手

に・一…。これは国連方式に谷わセ†・臼    ’I一

 ・ちょっと飛ぶけれとIも、国民所I得を根本的に洗い．直し

たのは昭和．33年、・企・画庁。いま巧方式’に近くなった引ま

・・恥部経済1＋鼻白て」れト緒け一て…それで．’・1年

くらいにもう一回やフているて’’レよフ。

 それわ・ら、消黄老物価指数は、とに力・／経済寄定っ’ア（

めには榊画を抑えヶけれ1女’な；おけれどポそのデータ

をフくらケければなら必。卸売物偶指教は軟前からあフ
す・けれビや一、1肩I黄孝物揮械は・蜥は！∫か一1・わけτ

すよ。予れて．I一これはqHQ②命令で大急ぎ．て㍉ ｹく「㌧
」21算？月か．｝で一夕をとフて一椿教は翌年1て・なってハら

でケけれ∴ギっ／れケい・〃埼1教ザ青抄価格1～けで
な一くて。∵一やみ働格圭一・諦1て㌧フずく。いわゆる実交刀価格。

一これハ・7イゥシャーて．I，2牛耳まで’Iドく。

 そこで・問題は、日銀・卸売物価指数カ・’・手茸3月に大赦

定一24犀3月卜・な．せ“糸わマてそプ・ラーことをヤっ†・力＼

というピ2手早斗月の頂易再開に備えてです。つまり、・

・当時は為替レートヒいう（が1なかっテそ。す～がら、はたレ
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てつ百円1てオ印えるカ、とし、）必」萎÷かへあるで’レよう。 これはや

1げ1、白Hい命令で1〕・力・く直せヒいうんて’’・ヤっ
ト。

 理部今には・、購軍力老低下させ・アメリカ。物伸上昇

率と日本ム杓偶上昇享（比率吉戦前4物揮1（掛けて虫そ

ラと．い）こヒになっ十ん～・＼当時q”にシャp7と
いう十．つが’いす・。 このシャロンが＼パーシェか’好さケん

ブ。パーシェ方丈というぴをいフてくると、／ドルか’

大体3oo円。3o・円で来るヒ、日本4輸出産業は全くの
崩壊よ。そこで’、日本側としてはラスパイレスを大い！・

強言周した。高き局、 その中間をとフてフィッシャーにな一っ

†1わけよ一

 当時6香員長は森田さん。それで．ぼくが’覚えている
メンバ’一はチチ大笑1コ、山国男、 モスク17で’死／ノ†～ブニ涼員氏。

広1坤氏が井串1て鯛かいデータ喜持フていて・「広瀬入テー

1メン1・！い1一州’あ1仁はす”一なんll㌧．1“現存し

ない。

 フィッシャ丁て‘Iヤ’ると一、・4年3．月勿時・吉、て’’！オ1ドルー

3＋6円一I 撃ｪレ、当時1ま日本はインフレて・，レよう。㌃～か
ら、やが・て’’ C．ソフしか並むで■兵うラとい・う・・て‘’・6・申に

決まっ†・。もっヒ毛・・そりヤロンIlま言己億か・ム寸．けれ

ども、そ（上役ハリバ1インというρは、わソ．あい、lIて諸力＼1

わかった・。

桜本 最初にいわれ7＜統計研究会っ中で1，1’賃金研窄の分

野ヒいう三とと兼ねて、．いま（消責勅勿価の動向ナ．ある
と1・、いまト・われプ・斬牡振興というごヒで’、／『ドう」レを幾’

ら1÷するいヒいラ問題があつアくわ1才一ですけれビ毛∵…㍉

鈴木 す｛から、フィッシャーを使うまで”に発笠レプて州＼・一
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三3年であって、21茸当β寺はまプーラスハ。イレスのことレか

わがらケかプア（わけよ。勤労生計なん†｛’から、賃金斤～げ

し・やケい二、家言†言回査。

桜本 生産統書十（分は。

全会未 製造業（生産、赤れが’中心問題。1

桜本 あれはと・1ういう、3、うにケって＾っブ〈んでしょう。

鈴木 これは昭和9年からイ0茸まで勿3ヵ年を基準とし
て、一 堰[ズ1ぐ・イレ入て・1いごラ。 昭和・屋茸から／0年というの

は、 とドこ七＼く単ギ育…丁の不ラ兄を一六三■ま扇充レア（とこう。 、・ま有

せ戦前甚孝といラ勿似昭和10年基準になっているカ・とい
うと、昭和26年。6H Qの命令てリ、日本． l（生肉く準を、
昭和φ～／／耳の’3カ年平均幸毛とllてして。考えろ。白HQ

と．いうよリ、極東香員細指μ。初川まけリ厳レく

て、θ召和夕茸基準ドブナ㍍ 5耳午いえば不景気ナ∴ とこ

うが、25年、朝鮮動舌して’．、日本をあまク押さ之．ち中って敵

に回すと大変す～とい、う．こと・になフて緩め†（。 9～／ノ卑と

い・n1ぜ、戦前句一番いいとき。9～！1年3か茸平均っ生

活水草に庚1た・は・・卓㌧ポと毛・、生活水準とい1
’て屯所得だけ六～よ。

横本、こ．・（間「戦’後経済計画ハ歴吏・Iの中で触れられて

ち・ソまレナ〈わ。

．省令木 員本産の方ばずI’っ、．と後’ゼ。

拓本 全融都会の方は、とパういうふラに進まれていフた

んて’1しよつ。

鈴木 全融邦ノ会＼（師売物伊1玄、 目多良わYち牛ん．とフくフて

い†（からわ一。 了ネーすフθライヒ労勿｛歯（ア判づ条ヵ＼1中’c青果題。

毛づとも、マネーサフラづといっても、いまパ・いな厳
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楽ないでr弐な1㌧狭い意味似幣ヒ当座複合が｛中心グ’
フ仁。

桜本 するヒ、一応お語ヒしては、先ほとI、（希充計研究々・

の金融・生産、賃金という（が∴それで’れ戦後あ／？o
重平な出．発1ξ■でなク了一いる。

鈴木 出発’ξ、は出発、矢て“、これはこれで・いいんだ村、6

H Qの別の命令で’、いさなソ浦賀老肋悔塙着丈をっくれと

いll・て・レよう。それからレーバ㌧フ才一ス。これ↓・；

茸夏、早、琶・ア七1つ戸（。

椴本 これはピラいラ観，ξ、たつ†・んで1しょうが。

鈴木 これは国勢調査が・5年にノ回で・しょう。プヵ・ら、

間のネ甫充φv主†てる員自今ブった。夫芙問異望をとらえるには、

国勢調査5一年に／回し’や間隔．が’長岨ざ’る。

桜本  それピ こ（中にも 「完全層周、を目指す。という

ことが・表、リまし†くけれと・も、

鈴木 完全雇用といラことは、、大分後1・・いてがこプな。
それは当時の経済力ではでさケい。†1’から、て・・ぎるテ～け

雇用巧増大を図名というご．ピ実際、梨遂業でハ雇用ヵ・1、

ふえてI ｳす子．叩・’1年ヵ㌦それまで払いわゆる潜在失
業が’多かっナ1。まず1潜在失業を一解消する．

舛本そつ潜在失羊の実態をで1さ・る1ハブ級レよ1．ヒい
うことて・I＋れ。

鈴木 一一ええ。潜在失業とけ何であるかと∵うこヒ下’’・一大

小議論レでくわけガ ノミ十）レな賃金は．上が’っていそけれ

とへも、生1番するに疋る†～けの賃金はもらってないポいラ

研萩てI1いこう。・ワ年当時、エ・ケ’Iル係数は・け、1’；これ1ま

高いて・、すよ。

賃牟柏教、雇用桔伽、あぺき、｝に〕・、ヤ。
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げリ日蝕が’オ寺フでいたん†そ。こ6間、労働省。手㌧タか

戦前｛フなかフているが’どう台・ヒ，思って調べ†。ぺ～か、、

26年まで’1レわ・っケが・っ了ない。そ勿前、25耳ピ1比較的大

規禎な調査があっす（ばず〆けれども、てこ⑦ビニ。ろ、23

年と4年で，ケせ｝つなが’ってない（か。生産指教例方1まキ

さっきいフ江ようにっなげ’†（ん†｛’岨 いま（き売言1†には、も

う戦前のデータは．載ってナ5いけ外ビも、昭和35卑ご’ろの

目重長手先君ナには章某っている。 こナしは．フう ツシャーで’フない

で’I

｢る二

桜本 こク）賃金荘数、雇用拍数、いま労働省が持ってい

る巧は24茸以跨と一いうこヒですけれど1毛、戦前まで’フな
於っナ11（があっブてこと1 ﾍあっ†てわけて・すか。

鈴木 いヤ、兵、れ一はぼ＜も物価お教と生産指数を戦前に

やつ†でこ〕ま賃えている。賃金と雇用が’｛打二して季夏会

にがかったかどラか、ど’う毛ぞ三峠己榎が’1表つさリレな

い。農業⑦方は、物価指赦も生産加数も力・かってますよ坦

 それは25年（生活水準（とき・、B本人は大い1て生活水
準カ〉1下が1っているといい六（．かフ存わけ。 ところが1ラヤ。

）は、てんなに下グってない。シャロン1食まア（ハ」シェ

を持1てきている1パシュてや．ると、昭和1・年基準で，

23．年（生活水草が’907、そんな！（下洲ってケいというん

一ポI 撃ｩ㌧ラ又パイレスてI一ヤIると・5・ハらいな灯∴
 一そ；・て川大し一・に馬牽いて’’、結局フ’イッシャーで’やって、2斗

卑になフて75プという敏宇をボレて納得させナ〈んブ｛けれ

どnも、 これが’またく大変ケんブ’～。 中・山季員！氷で’、 メン八h一

は大川さん、高橋表太師さん∵伊大知、山田、山田善二

郎。それヵ・ら、当時安定本部グ歩外課長は大来体武郎。
文末佐域師バ・知っているはずなん｛メれども、俵わ忙し
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ドが9、 はナ〈レて ピこ まで1覚えているか。 マハデ㌧ タが・、

そ一こに忠戸てむ弓に関仮するのてリすよ。757とい、う巧ド都

市の場合で、岩村は毛フと高いことは認めさリるを得ない。

 ケセー’そんなフィッシャーはヤンすぞっア・1がといラと、日

本側（ラス1．ぐイレス羊アノリカ側巧パーシェ勾論争ドケ

1ち山や者1すてから、．ビ’1～・妥協案を見れなけれ1ざなら

ナい・一。なぜ日本人②生活が’そんなに下か1フ†（ヒいいナ（か

フ†一（がというと、了又リガのラ毎タド才之助が’谷欠しがつ†て。†・

から、海タド援助の基礎になるデータな∠て’一すよ、

柊本 アメリカは逆卜、アメリカバー本旨導・しているんブ｛’戸・

レ．、，一辛テ舌水革はそんケ1て下が’っでないはずだ、1そういう

こ ヒて’1ナが。

鈴、本一．～一…てう・。二

桜本・．片一方で．・アメリ．力が・パーシェ式、を主ラ長していると

いろのは、 主．にピラいう一王里南ですか。

争末二だから、シャ0一ンは、現在巧杯洗をもとに一考之れ
は“いいノ。†～とい’ ､。序『足真言具」疋はそういう一ふうに㌃．・る．て一し

キ・・う二…・㌧シェ的．’1てケるわに

 そ・れて∵．．く1でかく7イッシャ…（妥協・して・為替レー

トも．援助問題七二応法名をつ1斗てしまっ・てから、消費考

才量数‡ラスパ・．イレスに変えすくんし・1半なつ・・フナ（力・ケ。日本

刷．！川弍、本当、はラ・・スパィレスは偵い～・1†1μけ

れピわ。

柚本・この当時は、てういう妥協案と．いう’41まフイ1ツシ

ピボ～という三ヒです州＼こ・・／ツシグ式声・・ラス
パてレスに交わっナ・時、肯、ヒいう（は、いっこ｝ぢゲ；んで・し

ょっか。

鈴木  臼多氏卸売物偶柘萎丈は、戟凌｛もう単ズ後て’’ラ八パイ
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レスー一本て”す。亡・グ三’戦前とのソンフガけ於フィソシャ’、

予れ～浦貴郁勿価楯教は、・牛耳震哀でお↓フグソシゲ。

2夕年から後は、丁メリカあブ・リ帥らきいっ」ナ・よう／・、

朝，鮮動舌して一’変わっ†〈んで■すよ。

秋本 それ。と、一L弍巧オ八・簡単に亡’さるといラごとで・1レ

よつが。

鈴木 簡単にできると・いうことヒ、一般の千里解か∴得やす

い。一

柊本この坦．は審議瓜ケーい守で、か1ぺ／論争外ポ†てん

で1しょうカ＼。

於木 いや・・日本側はヤブはリ．L弐を羊ソ戸・かっトんアぞ

戸4・。！グ又リガ列監視つ目を耗れブ・から・分リにマクいつこ

と1ま異論が’ケか一1。

 戸こ†え、．いま／っフィソシゲが・残。ているは打すよ。

でれば大蔵省巧貿易賀芽斗室。 これ1ま昭和34等1てっくっア（

毛ハピ’、も．う了メリカ巧介入なんヵ＼何七ない一けれヒ．．も・

貿易榛革桃、去月大きく変化す6。 ギがら一これはフイソ

シャ・一で’’ケければ’で一きない。

桜本 戦後の21年’7月（統計研究会巧発足ヒいう（が基

礎巧お話で’、大体様子州わヵ・っテニ1んで一すけれと．’ガての

．中で特にや生の印象に残1．ている出東事は・・…㌧

全会末1’・：夏はそういう・ことば’かタヤって∵て・／／月寸オ’っ㍍

．と恩ラん．ブ～が・、と1こかく経済の循環をキャッチしよう。

桜本 昭和21年。

董令末 ／0月か！／月r｛I。 とkろ、くそれをキャッチで’きなく

ちヤいいぬ1そこで、何かてういう・本以’ケい水といフニ
とて・、、ミーンズの了・リバ委済め本か・あるんて．一すガこ
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れ1亨．篠原三ぺ平外’訳し†て。ラれを手押かりにデータ差美

知ようヒ∵うこい・ケつ㌧
 けれど・も、三一ン丈’，の問題，ξ、は、データは六（之さん集

まっているけれとい七セオソーが’ケい。ヵ＼えってそ列方が11

いいてぞろうヒいう・こと．にケっす・。

ネ妥本  そういラ志昧で’は、テ㌧夕を集＾る作業を精ヵ的

卜†ソ出され†1わけてnすか1

鈴木 21耳秘から大いにやフす・わけで1すよ色 いま弓レー

バ’一フオースヒづ＼CPユ（問題。

桜木 これは審議会て一しょうか自

重合本 いや、舌う各省てやっている。喬充計研一究会・は21年

ア民リて‘㌧応解散しますが、、やっぱクそラいう一 焉E、が・なけ

れば困るといラ／）．て’、22身8月か；、．今度は財団法人てH

1工戸橘ドつ＜るんプ～。

枯木 これバ・現在の航言†研究今の前身と考え．てよろ之ノい

わけて’1すね一。

鈴木 現在の統計研究会の前身。ネ月めは、統書十研究会と

いう名前で．1はあっ†・けれどヘセ、全都冨庁香言亡物みピ・ケ
こI
ﾆばり．や1てい㌧

洋本 こ（当時はピ・なたくが…一∴。

鈴木 王星事長は中山先生。

 参界の人脈を見因す1ヒ、、とに心くばくが・お日．にかかっ

す・長老と一いう（1ま、藤本辛大師失生が一斉巧表走．。高野

岩三郎先生は、毛ラほとんビ’面識が年い二藤本先牛け．ヤ

ブはリ東京がら虫てきだん一rぞね。

柊太 いっこ．・ろ（お言古て’’すか。

鈴木 藤本先生は30年代（ネ刀あまて’’す一’っと出てましたよ。

ネ善本． 昭ネp33年。
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／鈴木 昭和33年に明ラ台て．’掌・今苔や・1す・とをに、藤本先生

ガ明治勿流言†学巧主任教授として忠序さ和、す・こヒを覚え

ている。一

桜本 と1んケ印象差持ブ・れてましテ・か・。

鈴木 ばくらに対しては親切ヂ・†1な芭文先室戸～もa）。一

年～いえば、ばくらは孫弟手くシい。

一桜本戦後（大きケ液れピー・う引家大体はっさソしれん
て一寺け一れビーも、一最近は民間て1・シンフタンクとか．、予うい

う研究所が室人に出ていますね邊当時はや亨リそ充討…∵畠

鈴木 統計研究会・が’一番一古いでしょう。日降センター州

てい寺ナ・《かい昭和39卓。

横木  ；言とんゼは官庁ヒ統言十研究会、ビーいう句か中I心㌧｝・

禎・末  つま！）、 日太（急先言立ヒいうし官庁が・先行しナr1人、す～

ろうな。て（後に者ア市重艮行、それが，ら大子証券今祉とい

う順序〆・λ卜。

根本予仙・1日本的な符徴と考．えてようしいんて㌦よう
が”

・鈴木 クラ’イン六グ，モテ1レ石フ．いプ、6で」着古い小

垣産・宥．て’’2g年、。月重艮が’3夕年、イド画庁1さ3？年、大蔵はもフ

と歴1．1∵・企画れデハ小刺激古一札、都市銀行巧上
イ立そiφ“す台あすく。  ボ’ヵ、 ら D召ネP3㌻茸巧戸†イ尋千苔ナ書言十、画 まで’’は毒カ

’で，やっていブ・わけで1すよ。

桜本 そうするヒ、てれまてへはヒ1でかく子㌧タピー一・。

づ冷木  データ整理はかなリヤっ て い†。けれビペむ。

桜本 竹け・まナ中心に！てわれ、て吉てれそ小柳してtデ

ルに江てるという巧は、大づ本30一算代の手ば以7秀という慮
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レ’。

鈴木  た才ぞ、．恒産布は卑か・I六（わ．

桜本五産州県いっ†・理由はビういラこヒなんで，レよう

か。

鈴木生†っ・ぱリ定業別の、麦重力をキーヤッチレ寸（かっ戸・。

桜本  するとフラ、イ、ンの1玄．、≒需婁す千．トハ才リェーシテッ

ド’巧毛デ〕して．Iすれ。

舛末I やつはリ需要サイドiで’す。

桜本二・・て、柾を産業刈に・振／分けるクリよど1んなようグと

rくつ上．ん、㍗レよう。

4冷木・止豆・産モ、デルは現在まグ続いていろはす“ザすから・

言羊しいこと1まそっちkイゴって＜す～さい．。．．

、い、／1つ二は‘農林省ド香最初未傾て‘’7欄爪ボ，た農業

ハリティ’・これもア×リガ巧命令で’す．よ。／ベリ子イー

指弗、一㌧やグこれは・文jリ・先生と馬場啓之助．先生が、枯骨

をキ打’フ†（。．

桜本  これは伺茸こ’’るで．’レよう。

鉾本  これ史は2ヶ年（ヒさ、毛うあリました。・

符本ぺ．、グヒ、と’’1い1べに……。
鈴木，、現在続いていますよ一。十っ・ぱ．ツ対戦前リン17／丈7

／ツー1シ†一、あヒ1字ラスパイ／スグ1げ帆で・茉舛宥
べ持、二・ている、人ナ｛1けれど・毛・、・これはと‘ユういうわけか「月

本統計年鑑一に載っ・て；ないんド、

根本 官庁一統汁の重丘≒ブ・ところ．は、こういうところて1’

ようし」いて“しょうか’
B

鈴木 諌言†学の誇在の話自統計学概論’ヒいう壱、、ク用固五

て11は東大、京大、一篇’まむろ．んポっIたけれビガ、マ戸へ一ほ
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4、リ大学に、統計審議会勿勧告で噺しく設置しプところ
わv・本目当多）る。

 昭和2）年3月にライスヒいう人が、統計伎卸として来る。

その中て一1、目．本勿．統計串1」贋について．いろいろクコメン子H

一ションする。 このライス勧告が’相当支力いている。

ネ妥本

鈴木

桜本
．鈴木

カ・ら、

ない。

椴本
を・・

鈴木

桜本

ライスといラ巧はと’’ラいラ人で’すか。

詳しllことは知ら㌻い、

役人ケんでnレよラか。
あの弟子が，「う二’三シグ賞、 のデミンプ㌃んプー。τ｛1

デミンプ（経歴か；察知レて毛らうよリしようカ＼’

それを受けて国立大学’よ、統計学槻諭という講広

言受・置一したところカ＼’本月当ある。’

そハ当時は、概論を開之といラ意へ咳．て∵教’える人
すて一

ｿ1まトくさんい†てん一で’しょうか。

鈴木 いま■まと’‘はいないで1しょうね。

                          、桜本 そうすると．、先ほど．の審議会で活躍されている万
々（お弟子．さんブ。ち州・’ ﾆいうことケんで■レようかカ・

全会木  まあそ）てI一しょラナユ。国立大こ学ヒいフても、 ヵ＼な’

つ多くの大学力＼11表文学部†～っトから、てプ・ラことにな

一パ∴．．．塵卒で’も＿戦前雌済学郡1玄統計概論が’兵11・げ

れ・しニベ漬けは特別の講座舳くて・統計掌重勉残し
ナ・ければ、経済学部の統計学を耳スれい、う形て‘1やっナ・ん

1～から。経済統計までI持つ．ている’ 蜉wという州、ご一く
少手い。

 それいら、一民間で．’いくヒ、 生産烏教は三菱経ラ斉研究所

が1大正（末から、通産有よりも先につくった。通産省力v
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フくりナ白あ戸（巧は頂召禾り8年月・ら。．

桜本  どういう経緯で？

於木 三’菱のは景気観測。ハーバ㌧ド’ラ麦をやる仁＾に耳

くフくフナ・わけ。

桜木 マれ一1まとuんなフくリ方をしていたんて’’レようヵ・。

4令末  こ・れ1ま、 いまから見ると力・なリ幼雄で’ねし ノー2鼻居

単純幾・何早均で．すわ。

 生産楯放を・言吾る場冶＼、忘れて ケらないこIとは、 戦前の

名言屋高商（現在の名言屋久掌）の小出住治さん州・、ア

メ’／力人4ペシローズ’一ヒいプいまジ．ヨン・木プキン子

11／二る人パ時で、日本製造素生産指数差、明治・8卑か
らラスパイレスて’’十フ、て、いるんて；1すよ。これが・後に、1月

冶イ2子に基革改正され・．でつかわl／農林業その．従七入れ

て一、とにヵ・く物的ケ球をつく？ている産業は全音面取ると

い1ことで’、甲本評論が1出し1・．「新経済学全享一昭禾』

20ヰq号1こ載ってます。ナ・ド、 これ州現在にフながって

いない。一しかジ白本ム歴史を見る上においては、かな

リ貴重ケ賃料て’1す。

洋本 生産指数走取る引で、サンプ）し調査をしナ・わけ。て1

すが。

垂今末  いや、す子プル調査じ’やな．ド。工業喬充計とカ＼ て

ラいう既存のデ㌧夕。一

 名古屋高商は、そのほ．かに製造業1・ついては明テ台元‘年

がら昭和の初期までIの、産業中分類別勿生産全額吉雄言†

しているんてけ一よ。

桜本 これはやはリベ1シローズ＝の一影響が’太さい1んですが。

紅1れはI ｰ名古屋高南ぺ論叢一．・l1荷重幸／’して上

が∴・いるプ1げ1が・ら、㍗．言羊レ．1一・いきさつ一は書いてな
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し、。

 20茸代。（言古はそれ／・；いす～。

鈴本 3は代・になフ了一番ネ刀わ泊まっプく川支国富（ナシ

ョナ）レ・ウェルス）言回査。30年の国富調査巧話。

桜本 これ1まいまで■毛共学に大かかソな調査てllすね。

食参木  これは5年ドノ逓て・1す一から加。 レヵ・レ最並は、新

SNAかでI，さてから・予う∵う週査はヤらケくケっ㌧一

†～から・最後岬和牛5阜亨でで’いプ

桜木一まい一でうで，すね。

鈴木  レかレ、牛っぱリ問題1よ、3ρ年q国富調査を†る

ときの言回査体天ピいうことが’主ケ議題で．一’あっ7、てこて‘1

大づ本（万ラ麦バ’雄立して しま フτ。ヵ。ら．、 それ以後巧桐蚕二’。

みいてはわす’’かな手直して｝済んで’1いち。

 こρピさの香員長も中山先生。I

梓牛それは土地を柱唯一＾さな1岡査㍗すボ
鈴木 交え。．戦争前iま昭和10年にやるんです。けれども，

これは柘教ビやな’いから、川てフなげ了はいない。

枝本 民間τ’rよと’’うでし．ようが、30年代にヶゾますと。

鈴木 統計一研究会1・o主なスポンサーには、まず日本生命

力＼I’入っている。

杉本・ これはと’’？い．クあれで・・ケフたんで’しょう力㌧

吋二∴財団法人に一す1以上は墓太11な賀全戦／…一
・ごて． Aてれを日’ {生命が・まず出して、日本銀行が相当噴
全援助しブ・1よす’’で・す日 当時は、統計研究今一’よ会員組織で

すから、ほヒんと一の大会ネ土か会員になって寄附じず・わけ

て’すよ1しかレ・、プ㍑ナ手ん木会ネ土例亨同委邦1てそういラ矢・

識柵育ってくるヒ、独立し始め†・。
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 一番初めに独立しk（は電力会え土。電力会社1ま、昭和
2g卑に大手町の． d力石珂発音下をつくフ六（。．当時、．斗つ委員

会をフ〈っ六んで，すわ。 ／つは電気料金、主査は高．橋先

生。次は、電力α増産州産業構笠に与える影響、主査は

山田勇。 毛う／フは天候k電力a〕関係。これは自然刊学
て1すが一、・中央気象合の技． tを辛つ」 ﾄいた荒川香俊さん。
第斗香8をぽくがラノ・き受けて、大カビ火力（併用4問題。

，これが1的ケ年間続ぐんて1す。

桔本 これはいまで．ポ また井串に太さな一戸う題にな．了て

いますわ。

全会才  いまはやラはリ電力研究所⑦メンバ．一ヂ育ったか

ら、 毛う自前1でIやれるて・レよう． フまソ、ヤす（らに方く

ヵ・ら学者を柘ぶIという時代1．よ、そラいラ矢口論走時って、い

る人州少なかフずく、一船〔民間巧労働問題と右＼全融問題

とヵ＼いう講1演が’・30年代前．羊まてリよほとんと｝法律の学名

なんだよ。法律だけ苫考えた。3◎年代役羊か・ら経済問題

・が’にわヵ、1て重被される。

 もう／フ忘れちゃいけケいのは、工業倶楽部（中に租
税石可究会といラ弓パあっ†・。これは統書†学会巧関係が牟

るん†～けれ’ど’Iも、ラタ見三郎先生バ副会長．て一、マのとさど・

きの放体系の問題で’圭なんくを招んで・一講演をレ．て七らっ

τ・。 夫1る（は主ケ会．社（連中。 これは毎年ヤブて、＼十ん

で…すよ。 東京で’／国、それから’大阪大会といラのもあ＝フ
．大1。一

ｱれが・十フはリ30年代ネ万あまて・続くで・しょう。

桜本 ちょらと開き漏らしましたφ＼1、スホンサ…れIlラ

いフ ’…。’…。

鈴末   ‡旦禾屯石河究会。

桜本  これは民間でiすか．。
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鈴木 民間て・・す。

終末 そうすると、先・ほと・・巧去話のよラ■・、統計研究会

から独立していく業界としては、まず電力。

鈴．木 電力が’独立しまレト。その次は大手新聞社。’

枇本 これは何年ご■ろで1すか。

4冷末  39卓勿理事会勿 とき1こは、 名う脱落レでいたんレ’

やないて．すが。

桜本．そグ欠＜らいは、業種とレ、ては何て㌧よラか。

鈴木・ポん右1ん少なく」なフていフたって しようカ＼・ケいん

でi、現在で，も都市銀行て”残っているのはあソまサからね。

梅本 りするヒ・、新聞社（次ぐら一い州’銀行ということ

で’一しょうカ、二

重令太  全員ラグさ才考、デ’と．いうこ・と｛よ、 てれカ、ら1よ庭こフで

な．いんア三’。（1実っ

桜本徐十にて1…1業率に漬章レてド71・ヒいうこ1
で■すか。

鈴木 と！、ラ引京、倉小列会社の一調査マ〉もがなリ倒け
る一 A それなら万1」によそがら知識を・買うことはない。 予れ

から、委託研究ヒいう’のはこわばリ合ネ土（機噌十＼’源ナし

る心配が1あ一’ 驕B自今の会社てI’ヤっ†て方かいい。

本ξ本  そういう王星由．ですね。

玲末・租税はそれで㌧いいんだけれとI’毛、エネルギ㌧問層

が1牝．率的卓かア．’げずボ当時け石札石炭協今川サ

ニ与二はかなソ早がフ仁。 2ヶ～26年こ｝ろヵ・らでIすよ。

枇本一これはと’一ういうメイバ㌧で’すヵ㌧

鈴木 これは1とさど1一き本目．談に来ら一れず・ブげで’、列に委員

会、とむ・、なんとガいラ話は聞いてません。「石炭評論、とい

う雑誌・肘赤って、’ }こへ適当に向こ、うバ、縞美して・・・…。
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洋本経済航計といラ講座走っくるよラ．トなパ・のは…

船末 竜ちうん、、概論ヵΨて一さて、そ（・後す～。

桜本．これは先ほどの倍増計画とハてういう経済州、先
ほど’いいIまし才く一よう1一で、30年代の初めは法律レハなか。

た・・一・・。

童台木  てれナ乏から、倍増言†両生んか勘て’適フたわけて，Iす

よ。

洋本 そういうネ土細ラケ妥清を受けて・あるいは今後つ
先．．免の羽といいますか、そういう’；とで’、経済統計とい

うい一 |串に盛んけフ÷きだということで二、しょうか。

金合本’行年の倍増計画は、．率七当ナ・ら戸5・い。．実積が，上回

フナ（・んプ～。1 Y業界は井雫な不満。 というごヒ1ま、特に恐
フ†（のは電力谷ネ土て■すわ。電力会ズ土のナ易冶＼は、一 ｭ府ヵぐ低

成長をいっているがら1電力投資をナ印えkんゼ州、 いざ’

となフすてら足りない。それが1皮表ペネックになっ．ト。一 v
が；、もっk正確な子。測‡レなければダメブ～といラ・こと
は・．32～3｛予こいろ盛んにいわれプわけて川すよ・’そ一こ・で’、．

計画経済も入れヶげればいか払’といラこヒ1てなって、ラ

れで13タ年に経済計画刈入った。、

 誠年、’39年という巧ば、計量経済州非常1て発笠レナ（と

さて・1す。国民経済計算をするのそ・毛、38年1て大ア女定をキ

・フているよ。 それから後て’’、新金術言ナ回バ糾年に応・こる・

わけ†｛し．39年《蕎済計画は一応・言†量経済学でヤったから、一

その方法を入れようという（洲1新谷統だ。

抽本 新全総1こなると、カ・’なリ大が’かりな級、合計画州あ

つますれ。

              ．1？
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鈴木  あれは方程式’が’／00本くらい劣るんレ’や㌃いです

か。け一黹rも、エコ／メトンッフスを応・周するヒケると、

やっぱソ’フロック別にレカ・応用できケかっ、トんだ1。県列

まで1かうせケい。

桜太 プゥ〕ミのことをちょフとお話レ麻いトい。
鈴木  プロゴ三という七a）州で’さす二巧iよ、私が’会員、にな

フ仁（は昭和・2斗で．、23年一のときから・東京で1やるとき

はフ｝コ三が一あリ牛しイ・。て（ヒさ勿幹事長州チ大知先

生てll、 死んド内藤・萄券先生とか、 いま第百生年に行フてい

ろ菱沼彼デさんとか、教理統計巧方へ3人くらい人フて
いる。．それで．’プロゴ三’が1兵’1ましたけ・れと’’も・一関西で1ヤ

る場合は主催校一任て’’す．。

 主催校了但で’いっ‘トんだ1が’・昭和30年のときに・余り

に毛雑告が’一適当て’’㌃い。関西で†るときも、やっ一はソァ

bコ三苫つく二なけれ1ゴダメし’やないわ＼というので’’、30

年6関西学院・のとさ1・そグ麦議をレて、引写から後は．、

地方て・，やる場合て’、毛全・邦、統理府統計局にあっ六・享袴局

に柔まフて、フ｝コミが、でさテ・。以来、事細は緬費府

統計局． Dにあって一、現有の統計数捜研率所にネ多るまでそこ

て・．ヤブて、いま1‡’まナ・李務局が1変わっすて。

・桜本． D、．総苧府弗言†局・からいま坤1里研究所、に移られア1角

は珂卑づ’うてI’いうハ・

灸末 これははっさリ覚えてませ々“、森田先生バ完全

に引二見したとき、4σ茸．前イ争し’やないで’しょうかね。」つま

．ク、森田先生か’顔で’官庁勿そういうヒころをやっていト

わけ・よ。†～から一ま仁官庁としては．遂建ケん†～。しそ・こて．’、

2，3候補が・あっす・けれども、会頁凶数が一多いんプがら、
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繰言†教理研究所ド持．っていこう。統計数五里研．究所ヒして

毛、’あまリ乗ソ気で’はながっ手んア～。

雀含末  打茸1てユSユ州あっ仁んブ．これば亭売言ナ学令kし

ては大きなこと†之フ†て。一

桜本  具体台勺に1ま．ビ’う一いうことだっナ・人でレよう＾。

鈴木一工∫工（ヒきには方マの国から集まった。一あのと

さはま㌃～日系至ホーノレかい々Iくてサンケイオく‘3レて．1、吊勺／週

間報告を一ヤリましナて。

 ひ中てい・経済関係て“はフ、一リソシ㍉ジーナづダ十、

テルン．フィス ド ハウすソカー・．へ〕レマン・ンォート’・

そういラそラてうプてる二流σ連中か・やって、日本側力二ら

出序され十（は当時α評議1員以上。

 てI外で’・儀式はN－H K勿木一）レでやって・・皇太子砕下

＾名誉一統・栽。竿頭顧問が、れとさ巧統理大臣岸信介。
柊本 ’これは打常に大きな大会†～フ†・わけて・すね。

鈴木 てうで1す。．これけ政府が・かなソヵネ意虫しナ（んで．1

す。 外人をラ白めるところヒして1辛、 当時1よ木テールが1少有

向・フす1がら三＝．予国木一テルピ・新橋ホピ赤坂セ高輪．巧

ホテルく一らいI ｵがながっ六て。

桜本  こ（ヒさ（大きな関心事はと’’）いうこヒてh承干斥

んで・しょうか。

鈴末・散三里統計’の人たち．と十れわれの関19事はや．フ〆ク

違いますから’ 黶Bへ）レマンーシォー。ドク場合は．生活本準

の国裸比較。ハウすツカー七ラ育費的ナ5ことをヤった々。

柊本ラクデフェーりツシーま1・

孝令末  ラグナ ・フェ．ソヅシュは、†（プ～聞いていたt～け。

俵1よ、大令列直前に、急に来られることが、わがっアでく枇。
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 ンユナィダ㌧4は、ちょっと見えてない・一もっとも、

フ千ソゥシュ、ウォート’、シュナイタ㌧ヒい5巧は塾へ
来て．ますよ。

桜本一工s I（犬令を東・京で開一之に二いてけ、一ビラいう

経緯が’為フたんて’’レようか。、

鈴木  こ匂いきさっは・、ヤつばリ森田先生で！ヶければ・わ

トらケいけれピ七、ラ夫議・し†・（は前ρ茸て11すよ。担当官

庁はも・ちろん行政管理庁。為れは3卓耳巧5月†～っ†（かな台

森再先生グ話†～と、昭和5年（ユ8工と．いラ引まがなリ

規模が・小さくて、掌老も兵まソ表られなかっブ・。35年の

とさは力＼ケン大夫見本莫にヤリまレブてカ・らね。

ネ資本 これ〃・後、日本て’＝エ∫工の大会は開かれてないん

て’’し ょ つ ヵ＼。

鈴木 ナよいて”す。一度チャ．シスかあったんプ～け＾ヒ・1も、

イ）ト’’．に耳叉ら〆しちゃっ・すて。（実）

横本 これ1よちょラゼ先はと・1卯至済計画や何がと符合す

る。てういう緯済トおける統計q必着斗生というの姜認識
レて さ す・亘寺期．…・‘∴

．鈴木 エコノメトリッフスを入れなければ’1ならあヒいラ

慮．覚は、・5～・け当時、一 ｲい1・麻一グまレナ㍉

桜本 千れとちょうビ時期か一致レているわけですね。

鈴末．舛年卜障済小村テー4というのを、生産椎本吾下ヵv

了メーリカに主フているんてmすよ・ これ1辛メンバ㌧1ま山田

雄三先．年カベ団長て一1、赤と塩野谷九十九さん、馬場培え助・

さん、．中谷突さん、前田新大師ざ．ん・それと私てnすが’、

了・り・カの主な大事を訪問して、アメリカg主な婦と
話し合うというんて＼ ／2巧大学及び主’な．官庁・それヵ・ら
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256C4

ナう；ナ）レ・ビコーローと古＼プ’）レッキング’ス・インステ

ィテュート、てういうとこ5を6週一間目フて、I ?ｱうつ
業績と日本の問題点、の話をしています。そのとさ、クラ

イ／、 1ジ’ユーぜシベ1リー、1・ウケッカー、 ソロ．一一、 フエ

ールト．・ギいう．ハちヒい＼ケリ芙1込んア｛’話レ合11

毛してい・ますが一ね。統書†事会と巧関係は間接です。

桜本’ これは一と川ういう経緯で経済分析チー4というのを’

鈴末  これは中山先生バ1つくフたんて’1す、ス末1ンサー1よ

日本生産／ト生本邦。Iというのは、了メリカは海外本髪助の／
駒として、当時下メリカヵ・ら．．見れはI’後遺国の連中を花1・

て、アメリカを見習わせて発展させようヒいら気が・為フ

て、いまから考えるとケししゃくにさわるけとい．、ます’．英

独仏・を招之て’’、一千の次はイタリー、その7実は日本ヒスペ

イフプ1’一（実）それか’舛年、’ちょうと1月本ド順養が1回フて

き†・。

椴本 すると、向こ．ラが激えるという碕じて・・すかI．

鈴木 教える立場。しかし、．これはがな川又穫1ガあリま
．し†てよ。

横本 具体的…・ビんなことか1印象1・残’フ．ていらっレヤい

ますがθ

鈴木’ ｻれは個人的にはす“い2く’ん次るで・・しょラバわ’。私

の堵谷Iては、ヤつげリフラインカ＼㌧番印象4＼・あっす二しヨ、
当一 桙ﾜ’仁’日本には文献’が、来てなヵ・った。点生産開教をス

タンプ才一ト’大学て’，見せられ†・んで・すよ。 そ．れは経済学

で’も専門遠いの人1声、エゾフスタづンとか一口入1トrを言亮

ん亡1いる人もいることはいる。予れはて（人の、主観で’す

がられ。
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桜末 戦後角大変．I貴重なお話を伺いまレて、長時間あソ

カ・hとラご’ゴいまし六・。
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